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別紙のとおり、河川法第２４条の許可を申請します。




〔記載要領〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  １．申請年月日
  申請書を提出するときの年月日を記載すること。申請者が公共団体又は法人等であ　　　　　　　って文書番号による整理がなされているときは、文書番号を併記すること。　　　　　　　　　２．申請者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①　住所　公共団体又は法人等についても「字○○番地」まで記載すること。
②　氏名　(ｲ) 公共団体又は法人等である場合は、その公共団体又は法人の名称及　　　　　　　　　　　　　　び代表者氏名を記載すること。
　　　　　(ﾛ) 共同申請の場合は、共同申請人の氏名をすべて列記するのが原則で　　　　　　　　　　　　　　あるが、「○○○○外○○名」、「代表者○○○○」と記載してもよ　　　　　　　　　　　　　い。この場合には、すべての共同申請者の住所及び氏名を記載した書　　　　　　　　　　　　　面を添付するとともに委任状も添付すること。
　　　　　(ﾊ) 法人等の出先機関が、当該出先機関名で申請する場合は、申請する　　　　　　　　　　　　　　権限を有することを証する書面を添付すること。
３．その他
①　規則第３９条（許可の同時申請）の規定により許可の申請を同時に行うときに　　　　　　　　は、「第○条」の箇所に根拠条文をすべて記載すること。
②　法第９５条の規定による国の特例の場合についても様式甲を準用する。
　この場合「許可申請書」を「協議書」とし、協議文は、「別紙のとおり河川法　　　　　　　　　第○条の許可について同法第９５条の規定により協議します」と記載すること。


（乙の２）
	
（土地の占用）
１．河川の名称
  　利根川水系　　　　　川　　　　　岸
２．占用の目的及び様態
３．占用の場所
４．占用面積
５．占用の期間
   




　〔記載要領〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  １．河川の名称
水系名、河川名、左右岸の別を明記すること。
２．占用の目的及び態様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田、畑、運動場、公園等と使用する目的を記載し、更にその使用方法の概要を具体　　　　　　　的に記入すること。
３．占用の場所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「字○○○番地先」まで明記すること。なお、占用が左右岸にまたがる場合は、左　　　　　　　岸右岸に分けて記載すること。
４．占用面積　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位については平方メートルとし、少数点以下は切り上げて整数とする。
　なお、占用区域が２県にまたがる場合は、内訳として○○県○○㎡、○○県○○㎡
　と記載すること。農耕地の占用については、田○○㎡、畑○○㎡と区分し合計面積
　を記載すること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ５．占用期間　
当該占用の目的、態様を考慮して、必要最少限度の期間を記載すること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　（占用の許可期間については別紙を参照）
６．変更許可申請の場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　変更しない事項についても記載し、かつ、変更する事項については、変更前のも                のを赤色で併記すること。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

